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三陸沿岸道路（高田道路）の開通１年後の
た か た

効果についてお知らせします
～救急医療や観光振興に寄与～

東日本大震災からの復興に向けたリーディングプロジェクトとして

三陸沿岸道路、釜石花巻道路の整備を進めています。

このたび、高田道路（開通１年後）の効果について、取りまとめまし

たのでお知らせします。

○迅速な救急搬送が可能となり、安心して暮らせる地域づくりに貢献

・高田道路全線開通に伴い、陸前高田市中心部と県立大船渡病院が直結

・県立大船渡病院への救急搬送は、ほぼ全てが高田道路を利用

・隘路解消、搬送時間短縮で患者の負担軽減

※高田道路はアップダウンやカーブがなく、信号がないため、患者の負担軽減と

所要時間短縮の両方のメリットがある。（陸前高田市消防本部ヒアリングより）

○高田道路は、三陸沿岸部の観光振興に寄与

・陸前高田市は景勝地である「高田松原」を中心に多くの観光入込み

客数を誇ったが、震災で全てが消失

・高田道路の全線開通により、除々に観光入込み客数が増加

※陸前高田市では高田道路全線開通後の、４月～９月の６ヶ月間で、前年度

9割を達成し、年間では増加する見込み。

※高田道路利用により、観光施設の立ち寄り箇所数が１．２倍に増加

（利用者ヒアリングより）
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【開通１年間】三陸沿岸道路 高田道路

陸前高田IC～通岡ICが開通して
（平成２６年３月２３日開通）

○高田道路開通により、迅速な救急搬送が可能

となり、安心して暮らせる 地域づくりに貢献
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資料：陸前高田市消防本部の救急搬送実績

◇高田道路の全線開通に伴い、陸前高田市中心部と大船渡病院が直結
◇大船渡病院への救急搬送は、ほぼ全て高田道路を利用
◇隘路解消、搬送時間短縮で患者の負担軽減

〇高田道路はアップダウンやカーブがなく、信号がな
いため、患者の負担軽減と所要時間短縮の両方
のメリットがある。 ※陸前高田市消防本部 （H27.2）より

▲写真①通岡峠の急カーブ箇所 ▲急こう配・急カーブ区間の変化

R=40m
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※開通前 ：H17道路交通センサスより算出
部分開通後：H25年3月23日～H26年3月22日
全線開通後：H26年3月23日～H27年3月31日

▲救急搬送時間の変化
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資料：陸前高田市消防本部の救急搬送実績
（H26年3月23日～H27年3月31日）
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〇搬送時間が短縮したことで、重篤患者の早期治療
が可能となり、道路整備が救急医療に貢献してい
ることを実感している。 ※大船渡病院 （H27.2）より
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【開通１年間】三陸沿岸道路 高田道路

陸前高田IC～通岡ICが開通して
（平成２６年３月２３日開通）

○高田道路は、

三陸沿岸部の観光振興に寄与

かよおか

▲陸前高田市・岩手県の観光入込み客数

▲「高田道路」利用有無による
平均立ち寄り箇所数
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H26.8.11実施 周辺の観光施設（５箇所）
ヒアリング結果 N=156⼈中

※マイカーでの観光
客の意見資料：岩手県観光統計概要書

〇高田道路は現道と比較して、
信号がなく走りやすく、時間に
余裕ができた事で立ち寄り箇
所が増えました。
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陸前高田
市役所

至 宮古市

◇陸前高田市は景勝地である「高田松原」を中心に多くの観光
入込み客数を誇ったが、震災で全てが消失

◇高田道路の全線開通により、除々に観光入込み客数が増加

▲陸前高田市・大船渡市の主要な観光拠点（ヒアリング調査箇所）

りくぜん たかた

至 仙台

高田松原津波復興祈念公園

◎ 重点「道の駅」高田松原

平均立寄り箇所数が１．２倍に増加観光入込み客数が除々に増加
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〇陸前高田市では、高田道路開通後の、４月～９
月の６ヶ月間で、 観光入込み客数が前年度の９
割を達成し、年間では増加する見込み。
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